
 二 〇 二 三 年 度 京 大 現 代 文 文 系 二 モ デ ル 解 答 と 採 点 基 準  

担 当 中 野 芳 樹  

〈 一 般 的 採 点 基 準 〉 

ａ 誤 字 ・ 脱 字 ・ 略 字 ・ 表 現 未 熟 ・ 文 末 表 現 ミ ス ・ 文 末 句 点 な

し 等…… マ イ ナ ス １ 点 。 設 問 毎 に 減 点 

ｂ 未 完 成…… 失 格 

ｃ 解 答 欄 の 不 正 使 用 （ 二 行 書 き 、 書 き 過 ぎ そ の 他 ）…… 失 格 

 ＊ 解 答 欄 一 行 は 二 五 文 字 程 度 と す る 

ｄ 比 喩 表 現 の マ マ な ど…… 減 点 も し く は 加 点 無 し 

 

〈 設 問 別 採 点 基 準 〉 

問 一 （ ９ 点 ） 

着 実 に 自 己 変 容 の 過 程 を 進 め て い く う ち に 事 柄 の 様 相 の 捉 え 方

が 大 き く 変 わ る と い う 、 そ の 過 程 自 体 に よ り 、 以 前 分 か ら な か

っ た こ と が 分 か る 心 の 状 態 を 生 じ る と い う こ と 。 

 

 ＊ ① は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 主 題 ＝ 以 前 に は わ か ら な か っ た こ と が ・ わ か る よ う に な る 

     と い う ・ 心 の 状 態 を 生 み 出 す ３ 点 

② 「 下 か ら 地 道 に 積 み 上 げ て い く 」 の 適 切 な 置 換 ２ 点 

③ 「 視 界 が 開 け る 」 ・ 「 ガ ラ リ と 変 わ る 」 の 適 切 な 置 換 ２ 点 

④ 自 己 変 容 の 過 程 そ の も の が （ ① ・ ③ を 導 く ） ２ 点 

 

 

 

問 二 （ ９ 点 ） 

自 然 現 象 は 、 そ の 運 動 を 人 間 や コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 数 学 的 に

計 算 し 、 現 実 的 な 時 間 内 で 正 確 に 解 く こ と が 困 難 な の に 、 安 定

し た 運 動 を す る こ と が 理 解 し が た く 思 わ れ た か ら 。 

 

 ＊ ① ・ ⑤ は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 主 題 ＝ 自 然 現 象 （ の 運 動 ） に つ い て １ 点 

② ① を 人 間 が 数 学 的 に ・ 計 算 す る の は 困 難 で あ る ２ 点 

③ ② を 現 実 的 な 時 間 内 で ・ 正 確 に 解 く の は 困 難 で あ る ２ 点 

④ ① は 安 定 し て い る ２ 点 

⑤ ② ・ ③ に も か か わ ら ず （ 逆 接 ） ④ で あ る １ 点 

⑥ 「 不 思 議 で あ る 」 理 由 と な る 主 観 的 述 語 で 結 ぶ １ 点 

 

 

 

問 三 （ 10 点 ） 

人 間 の 認 知 は 身 体 と 環 境 の 間 を 行 き 交 う プ ロ セ ス で あ る か ら 、

判 断 や 行 為 は す べ て 身 体 化 さ れ た 非 記 号 的 な 認 知 と し て 瞬 時 に

な さ れ 、 数 学 的 思 考 も 同 様 で あ る と い う こ と 。 

 

 ＊ ① と 、 ② も し く は ④ の い ず れ か 一 つ と は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 構 文 ＝ 数 学 的 思 考 も ・ 「 （ こ の ） 例 外 で は な い 」 ２ 点 

② 人 間 の 認 知 は 身 体 と 環 境 の 間 の 交 差 の 過 程 で あ る ２ 点 

③ ② の 結 果 ・ 判 断 や 行 為 が 瞬 時 に な さ れ る １ 点 ・ ２ 点 

④ す べ て は ・ 身 体 化 さ れ た ・ 非 記 号 的 な 認 知 に よ る ３ 点 

 

問 四 （ 10 点 ） 

芭 蕉 が 、 身 体 化 さ れ た 思 考 過 程 で あ る 境 地 の 精 度 を 上 げ 、 時 間

や 空 間 、 自 他 の 区 別 に 拘 泥 せ ず 、 生 き た 自 然 の 一 片 を そ の ま ま

迅 速 に 把 握 し 、 五 ・ 七 ・ 五 の 句 形 に 結 実 さ せ る こ と で 。 

 

 ＊ ① と 、 ② ～ ④ の い ず れ か 一 つ と は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 主 題 ＝ 芭 蕉 の 句 の で き 方 に つ い て 配 点 無 し 

② 身 体 化 さ れ た 思 考 過 程 の 精 度 を 上 げ ・ 境 地 を 進 め る ２ 点 

③ 時 間 や 空 間 、 自 他 の 区 別 に と ら わ れ ず ２ 点 

④ 生 き た ・ 自 然 の 一 片 を ・ そ の ま ま ・ 迅 速 に 把 握 し て ４ 点 

⑤ 五 ・ 七 ・ 五 の 句 形 に 結 実 さ せ る ２ 点 

 

 

 

 
問 五 （ 12 点 ） 

数 学 的 思 考 は 非 記 号 的 な 身 体 化 さ れ た 認 知 で あ り 、 迅 速 な 数 学

的 発 見 の た め に は 身 体 化 さ れ た 思 考 過 程 自 体 の 精 度 を 上 げ る 必

要 が あ る の で 、 数 学 研 究 は 、 自 己 の 生 涯 に お い て 深 い 自 己 変 容

の 過 程 を 進 め る こ と に 等 し い と い う こ と 。 

 

 ＊ ① と 、 ③ ～ ⑤ の い ず れ か 一 つ と は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 構 文 ＝ 数 学 研 究 は 自 己 研 究 で あ る １ 点 

② 数 学 的 思 考 ＝ 非 記 号 的 な ・ 身 体 化 さ れ た ・ 認 知 ３ 点 

③ 身 体 化 さ れ た 思 考 過 程 （ 境 地 ） そ の も の の 精 度 を 上 げ る こ

と が ・ 必 要 で あ る ２ 点 ・ １ 点 

④ ③ は 数 学 者 （ 自 己 ・ 岡 潔 ） の 生 涯 を 生 き る こ と に よ る ２ 点 

⑤ 自 己 変 容 の ・ 深 い ・ 過 程 そ の も の （ が 必 要 ） ３ 点 

 


